
< 参考資料２ >

発電所アセス省令第21条（環境影響評価の項目の選定）　第１項　（別表）

各発電所とりまとめ

影響要因の区分

環境要素の区分
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硫化水素 ○

硫黄酸化物 ○

窒素酸化物 ○ ○ ○ ○ ○ ○

浮遊粒子状物質 ○

石炭粉じん ○ ○

粉じん等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

騒音 騒音 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

振動 振動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水の汚れ ○ ○ ○ ○

富栄養化 ○ ○

水の濁り ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

溶存酸素量 ○

水素イオン濃度 ○

水温 ○ ○

底質 有害物質 ○ ○

流向及び流速 ○ ○

温泉 ○

地形及び地質 重要な地形及び地質 ○ ○ ○ ○ ○ ○

地盤変動 ○

土地の安定性 ○

反射光 ○

風車の影 ○

重要な種及び注目すべき生息地

（海域に生息するものを除く）
○ ○ ○ ○

海域に生息する動物 ○ ○ ○ ○

重要な種及び重要な群落

（海域に生育するものを除く）
○ ○ ○ ○

海域に生育する植物 ○ ○ ○ ○

地域を特徴づける生態系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

主要な眺望点及び景観資源並びに

主要な眺望景観
○ ○ ○ ○ ○ ○

主要な人と自然との

触れ合いの活動の場
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業廃棄物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

残土 ○ ○ ○ ○

二酸化炭素 ○

※　事業特性や地域特性を踏まえ、一般的な事業において環境影響評価の項目に選定されるべきものとして示されている（参考項目）

　　事業者は事業特性や地域特性を踏まえ、調査・予測・評価の対象とするか否かを検討すると共に、必要に応じて、参考項目として示された項目以外の項目についても環境アセスメントの対象とすることができる
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